


レッスン① お客さまをお乗せして

● 行先の確認

行先の確認に間違えのないよう、外国人の方が
お持ちのガイドブックやスマートフォンで確実
に確認を

お客さまがお持ちのガイドブックやスマホを見せてもらう

Do you have 
a guide book ?

（ガイドブックを
お持ちでしょうか？）



● 支払い方法などはあらかじめお伝えする

クレジットカードを使う外国人は多い
乗車の際に日本円しか使えないことを伝えておくことが重要
深夜の割増料金などについても伝えることが重要

日本円しか使えないことをあらかじめ伝える

距離により料金が異なるため、目的地をうかがったら、おお
まかな乗車時間を伝える

おおまかな乗車時間を伝える



レッスン② 目的地に着いたら

● 料金をいただく際には間違えないよう配慮を

料金は間違えのないよう、メーターや領収書な
どで確認してもらう

料金はメーターなどを見せて

小銭は外国人にとってわかりにくいため、ワン、
トゥー、スリーと数えながらお渡しすれば間違
えがない

お釣りは数えながら



● 観光タクシーを利用していただく

選びやすいコースを作っておく

その他に

主要な観光地を巡って楽しめるコースを、所要
時間別、目的地別などでつくっておく
料金、時間、内容から選ぶことができる

観光タクシーのチラシを作っておく
外国語のチラシを作成しておけば、観光コース
を選びやすく、利用しやすくなる
さらに周遊する観光地情報なども外国語で表記
されていればよい



● クレジットカード決済を導入しよう

外国人に限らず、時代はキャッシュレス化している
特に外国人はカード決済が多いため、対応が必要


